
atching
まちウォッチングまちウォッチング

まちの話題をお知らせします
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↓ 新年のあいさつをする実行委員長の田辺治和わかさ東商工会
　美浜地区会長

　1 月 5 日に、美浜町新春のつどいがなびあすで開催
され、約 110 人が参加されました。
　これは、町民の皆さんが一堂に会し、交流を深める
ことを目的に、町内団体で構成される実行委員会が企
画・開催したものです。
　当日、田辺実行委員長は ｢ 新年を迎え、確かな 1 歩
を踏む 1 年としていただきたい ｣ と述べていました。

町内各界各層の皆さんが一堂に

美浜町新春のつどい

↓絵画を制作した小川氏 ( 左 ) と寄贈を受けた戸嶋町長 ( 右 )

　12 月 23 日に、小川静枝氏 ( おおい町在住・麻生出身 )
が彌美神社の王の舞を描いた絵画を町に寄贈しました。
　小川氏は長年絵画制作をされており、今回古里の伝統
を絵に残し、町に寄贈したいという思いから 80 号の大
作を 2 年の歳月をかけて制作し、寄贈されたものです。
　贈呈式で、小川氏は ｢ 寄贈を受けていただき感謝してい
る。たくさんの人に見てもらいたい ｣と話されていました。

古里の景色を絵画に残したい

｢彌美神社 王の舞｣絵画を寄贈｢彌美神社 王の舞｣絵画を寄贈

↓まな板の上で鯖をさばく渡邉京矢さん ( 左 ) と志賀雅仁さん ( 右 )

1 月 1 日に、板の魚の儀が稲荷神社 ( 日向 ) で行わ
れました。
　この神事は、その年の海上安全と豊漁を祈願するた
めに毎年元旦に行われているものです。
　区民約 50 人が見守る中 ｢ 若い衆 ｣ と呼ばれる裃姿
の児童2人が、今年の恵方の南南東を向き｢大漁、大漁、
大漁 ｣ と声をあげ、板の上の鯖を見事にさばきました。

今年の大漁を祈願

板の魚の儀板の魚の儀

↓耳川に向けて一斉放水を行う美浜消防団

美浜消防団出初式美浜消防団出初式
防火・防災を祈って

1 月 11 日に、美浜消防団出初式が耳川左岸等で行われま
した。
　式は、町消防職員及び消防団員の士気を高めることや町民
への防火啓発を目的として毎年実施されています。
　式では、各分団の消防団員が耳川へ向けて一斉放水を行っ
た後、はあとぴあで観閲式が行われ、敦賀美方消防組合副
管理者の戸嶋町長から観閲を受けました。 ↑戸嶋町長から観閲を受ける美浜消防団の団員たち

↓今年 1 年間の交通安全を祈願する参加者の皆さん

1 月 13 日に、交通安全祈願祭が宇波西神社で行わ
れました。
　当日は、町や交通指導員連絡協議会、敦賀交通安全
協会美浜支部、敦賀警察署、美浜交番の方々が出席し、
今年 1 年間の交通安全を祈願しました。
　戸嶋町長は ｢ 皆さんのご尽力をいただきながら、事故
のない平和な1年になることを願う｣と述べていました。

事故のない 1 年を願って

交通安全祈願祭交通安全祈願祭

↓ 玄関先で祝歌を歌う子どもたち

1 月 6 日に、カイロ講が新庄で行われました。
　この行事は、無病息災や家内安全を祈り、区内の子
どもたちが昔から伝わる祝歌を歌いながら区内の家を
回るものです。
　子どもたちは ｢ 今年の年は、めでたい年で ｣ から始
まる祝歌を声を合わせて歌い、家の人からお礼のお菓
子やお年玉等を受け取っていました。

今年の年は、めでたい年で～

カイロ講カイロ講

↓ 作業台で仕分けられる大量の寒ブリ

　1 月 7 日に、日向漁港で寒ブリ約 1,400 匹が水揚
げされました。
　この日水揚げされた寒ブリは、重さが 6 ㎏から大き
いものでは約 17 ㎏のものもありました。
　日向定置網漁業組合の髙橋武一組合長理事は ｢ 今年
も大量のぶりが水揚げできた。今後の水揚げにも期待
している ｣ と話されていました。

美浜の冬の風物詩

日向漁港で寒ブリ大漁水揚げ日向漁港で寒ブリ大漁水揚げ
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　町では、人事行政について、町民の皆さまに運営状況
を明らかにしながら、更なる適正化を進めています。
　条例や町議会における予算の審議を通じて公表してい
ることとあわせて、町民の皆さまにより一層ご理解いただ
くため、今月号では人事行政の運営等の状況をお知らせ
します。

区　分 住民基本台帳人口 歳出額(A) 人件費(B) 人件費率(B/A) 5年度(参考)

令和6年度 8,627人 117億8,097万円 16億7,695万円 14.2％ 13.3％

１．人件費 (普通会計決算) 人口は令和7年3月31日現在

※普通会計とは、一般会計に診療所事業特別会計と道路用地取得事業特別会計を加えたものです。

区　分 職員数(A)
給　　与　　費 1人当たり

給与費(B/A)給　料 職員手当 期末･勤勉手当 計(B)

令和6年度 162人 5億5,088万円 9,156万円 2億2,230万円 8億6,473万円 534万円
※特別職及び公営企業等会計部門を除く。

２．職員給与費 (普通会計決算)

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 277,600円 307,700円 338,600円

高校卒 261,300円 282,600円 296,600円

５．学歴･経験年数別平均給料月額 (令和7年4月1日現在)

区　　分 6月期 12月期 計

期 末 手 当 1.25  月分 1.25  月分 2.5  月分

勤 勉 手 当 1.05  月分 1.05  月分 2.1  月分

７．期末・勤勉手当 (令和6年度支給割合)

区　分 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

ラスパイレス指数 93.0 93.3 93.7 94.8

※ラスパイレス指数とは、国の給料を100とした場合における美浜町の給料の指数です。

３．ラスパイレス指数 (令和7年4月1日現在)

区　　分 美浜町 福井県 国

一般行政職
大学卒 213,600円 225,600円 220,000円

高校卒 188,000円 194,500円 188,000円

４．初任給 (令和7年4月1日現在)

区　　分 平均給料月額 平均給与月額 平 均 年 齢

一般行政職 310,200円 359,672円 42.1歳

６．平均給料･平均給与月額及び平均年齢 (令和7年4月1日現在)

※給与月額は、給料月額に職員手当の額を加えたものです。

美浜町人事行政の運営等の
 状況を公表します

※お問い合わせ先

　町総務課(担当･上光) ☎32‐6700

区　分 内　　容

扶養手当(月額)

子　11,500円
※満16歳年度初めから満22歳年度末までの子1人につき、5,000円を加算

配偶者　3,000円
父母等　6,500円

住居手当(月額) 賃貸住宅に居住する職員で16,000円を超える家賃の額に応じ、最高28,000円まで

通勤手当(月額)

＜通勤のため公共交通機関等を利用＞
　1か月当たりの通勤に要する運賃等の額に相当する額(運賃等相当額)が
　①55,000円以内の場合→運賃等相当額
　②55,000円を超える場合→55,000円に支給単位期間の月数を乗じて得た額
＜通勤のため自動車を利用＞
　通勤距離2㎞以上で距離に応じて2,000円から31,600円まで

宿日直手当(1回) 4,400円　※5時間未満の勤務の場合 2,200円

管理職手当(月額) 参事級、統括幹、課長級　39,700円～77,000円

８．職員手当 (令和7年4月1日現在)

区　分 町 　長 副 町 長 教 育 長 議　　長 副  議  長 議　員

給料･報酬月額 850,000円 670,000円 560,000円 300,000円 245,000円 235,000円

期末手当支給割合 3.45月分 4.5月分

※期末手当は、給料･報酬月額に役職加算を乗じたものを基礎額とします。
※上記の公表金額は、税や各種保険料等を引く前の金額で、いわゆる手取り額ではありません。

９．特別職の給料、報酬等 (令和7年4月1日現在)

※条例に定められている職員定数は250人

区　分 職　員　数
対前年増減数

部　門 令和6年 令和7年

一

般

行

政

議　会 3 3

総務･企画 39 42 3

税　務 7 6 ▲1

民　生 47 42 ▲5

衛　生 10 11 1

労　働 0 0

農林水産 8 8

商　工 8 9 1

土　木 10 7 ▲3

小　計 132 128 ▲4

特
別
行
政

教　育 25 25

消　防 0 0

小　計 25 25

公
営
企
業
等

水　道 3 4 1

下水道 4 4

その他 5 4 ▲1

小　計 12 12

総　合　計 169 165 ▲4

10．部門別職員数 (令和7年4月1日現在)

区　分 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年

職　員　数 171人 170人 169人 165人

対前年増減数 ▲9 ▲1 ▲1 ▲4

11．職員数の推移状況 (令和7年4月1日現在)



2026.2 月号15 14広報みはま

13．職員の勤務時間等の状況
勤務時間 午前8時30分から午後5時15分まで

休憩時間 正午から午後1時まで

※公務の運営上の事情により特別の形態によって勤務する
　必要のある職員(保育園等)は、上記以外の勤務時間の割
　り振りとなります。

(令和6年度分)

戒 告 減 給 停 職 免 職 合 計
3人 0人 0人 0人 3人

※※懲戒処分とは、職務上の義務違反等公務員としてふさわ懲戒処分とは、職務上の義務違反等公務員としてふさわ
　しくない非行がある場合に行う処分のことをいいます。　しくない非行がある場合に行う処分のことをいいます。

◆ 懲戒処分の状況

降 任 免 職 休 職 降 給 合 計
0人 0人 6人 0人 6人

14．職員の分限処分及び懲戒処分の状況

※分限処分とは、公務の能率の維持及びその適正な運営の
　確保の観点から、職員がその職責を十分に果たすことが
　できない場合に行う処分のことをいいます。

◆ 分限処分の状況 (令和6年度分)

　職員が仕事中や通勤途中でけがをしたり、仕事が原因職員が仕事中や通勤途中でけがをしたり、仕事が原因
で病気になったりした時は、原則として公務災害としてで病気になったりした時は、原則として公務災害として
取り扱います。取り扱います。

◆ 公務災害発生状況

町長部局 議会
事務部局

教育委員会
事務部局 左記以外 計

4人 0人 1人 0人 5人

15．職員の福祉及び利益の保護の状況

内容 受診者数 事業費
定期健康診断 262人 2,898,786円

人間ドック 28人 262,000円

　職員の健康の保持増進を目的とした健康診断等の厚生事業
は、労働安全衛生法等に基づき実施しています。

◆ 職員の健康管理の状況 (令和6年度分)

※�その他の詳細な項目については、

　町のホームページで公表しています。

ホームページ
はこちら

(令和6年度分)12．職員採用候補者試験の実施状況

種 類 試験区分 公告日 申込受付期間 試験日 最終合格
発表日第1次試験 第2次試験

高校
卒業
程度

事務・事務(高校卒業枠)
事務(移住・定住)・土木技師

社会福祉士・保育士
令和6年7月1日

令和6年
7月12日～8月1日

令和6年
9月22日

令和6年
10月19日

令和6年
11月8日

◆一般試験

種 類 試験区分 採用予定数 申込者数 第1次試験 第2次試験 競争倍率受験者数 合格者数 受験者数 合格者数

高校
卒業
程度

事　務 5 5 4 4 3 2 2.0
事務(高校卒業枠) 1 1 1 1 1 1 1.0
事務(移住・定住) 1 0 0 0 0 0 ー

土木技師 3 0 0 0 0 0 ー
社会福祉士 1 0 0 0 0 0 ー

保育士 3 0 0 0 0 0 ー
計 6 5 5 4 3 1.7

◆途中採用試験(美し美浜枠)

種 類 試験区分 公告日 申込受付期間 試験日 最終合格
発表日第1次試験 第2次試験

高校
卒業
程度

事務・事務(情報)
事務(移住・定住)・土木技師
保健師・社会福祉士・保育士

令和6年6月3日
令和6年

6月3日～6月24日
令和6年
7月7日

令和6年
8月4日

令和6年
8月20日

種 類 試験区分 採用予定数 申込者数 第1次試験 第2次試験 競争倍率受験者数 合格者数 受験者数 合格者数

高校
卒業
程度

事　務 5 16 12 11 11 6 2.0
事務(情報) 1 1 1 1 1 0 ー

事務(移住・定住) 1 0 0 0 0 0 ー
土木技師 3 0 0 0 0 0 ー
保健師 1 3 3 3 3 2 1.5

社会福祉士 1 0 0 0 0 0 ー
保育士 3 0 0 0 0 0 ー

計 20 16 15 15 8 2.0

◆一般試験(追加募集)

種 類 試験区分 公告日 申込受付期間 試験日 最終合格
発表日第1次試験

高校
卒業
程度

事務・土木技師・保育士 令和6年11月11日
令和6年

11月12日～12月4日
令和6年

12月15日
令和7年
1月9日

種 類 試験区分 採用予定数 申込者数 第1次試験 競争倍率受験者数 合格者数

高校
卒業
程度

事　務 2 6 5 3 1.7
土木技師 2 0 0 0 ー
保育士 2 1 1 1 1.0

計 7 6 4 1.5
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■ お問い合わせ先
　町健康福祉課(担当･山野)
　☎32‐6704
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町が国土交通大臣表彰を受賞
令和 7 年交通関係優良団体表彰 ( グリーン経営部門 ) ■ お問い合わせ先

　 町レイクセンター(担当･和多田) 
    ☎47‐5960
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チ
ャ
ー
ク
ル
ー
ズ
を
通
し

て
、
特
別
な
体
験
を
通
じ
た
新
た

な
来
訪
者
の
増
加
を
図
る
と
と
も

に
、
三
方
五
湖
エ
リ
ア
を
中
心
と

し
た
周
遊
滞
在
型
観
光
の
推
進
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

12
良
団
体
大
臣
表
彰
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
地
域
公
共
交
通

の
活
性
化
や
環
境
保
全
等
で
顕
著

な
功
績
を
上
げ
た
団
体
を
3
部
門

(

地
域
公
共
交
通
部
門
、
グ
リ
ー

ン
経
営
部
門
、
物
流
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
部
門)

で
表
彰
す
る
も
の

で
、
毎
年
国
土
交
通
省
が
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
、本
町
が
重
油
等
の
燃
料

を
使
用
せ
ず
、日
本
初
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
航
行
す
る
電
池
推

進
遊
覧
船
を
開
発
・
導
入
し
、景
勝

月
15
日
に
、
国
土
交
通
省

で
令
和
7
年
交
通
関
係
優

↑�戸嶋町長 ( 左から 2 番目 ) に受賞報告をする山本氏
　( 右から 2 番目 )

↑酒井国土交通副大臣 ( 左 ) から表彰状を受け取った
　戸嶋町長 ( 中央 )

↑三方五湖ネイチャークルーズで運航している電池推進遊覧船



繋
が
り
︑
広
が
る

み
は
ま
の
ま
な
び

﹁
公
設
塾
﹂
は

ま
ち
の
接
着
剤

↑座談会の様子
（左から、大野教諭・安重氏・平城教諭・藤村氏）

↑3校合同学習にスタッフが参加し、生徒と
　共にアイデアを膨らます様子

↑全国小学校生活科・総合的な学習教育
研究協議会（広島開催）での様子

vol.8

教育・まちづくりについて感じたことを教えて
ください。左記二次元コードからアンケートに
ご協力をお願いいたします。
今後の参考とさせていただきます。

ドキュメンタリー番組の
完成上映会を皆さんと！

MMネットと約1年かけて制作
した、Kaiに密着した番組の
上映会を2/28（土）、
「はあとぴあ」で開催しま
す！ぜひ来てね！

お
か
え
り
美
浜

完
成
上
映
会

2026.2 月号17 16広報みはま

美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 運転中(令和7年6月18日～)

12
月
23
日
に
、
第
２
２
６
回
美
浜
町
原

子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
が
、
関
西
電

力
㈱
美
浜
原
子
力
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構
か
ら
も
ん
じ
ゅ
の
現
状
等
に

つ
い
て
、
原
子
力
規
制
庁
か
ら
美
浜
発
電

所
の
使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
設
置
変

更
許
可
申
請
に
対
す
る
審
査
結
果
に
つ
い

て
、
関
西
電
力
か
ら
美
浜
発
電
所
の
現
状

等
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
説
明
後
に
発
電
所
構
内
へ
移
動

し
、
美
浜
発
電
所
の
後
継
機
設
置
検
討
に

係
る
自
主
的
な
現
地
調
査
の
概
要
や
使
用

済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
設
置
予
定
場
所
等

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
主
な
質
疑
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

↑乾式貯蔵施設設置予定場所を確認する委員

美
浜
発
電
所
の
使
用
済
燃
料

乾
式
貯
蔵
施
設
設
置
変
更
許
可
申
請

に
対
す
る
審
査
結
果
に
つ
い
て

(

原
子
力
規
制
庁)

　
　
　
　

貯
蔵
用
緩
衝
体
に
つ
い
て
は
、

免
振
装
置
の
よ
う
な
動
的
機
器
で
は
な

く
、
金
属
等
の
固
体
状
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
設
計
上
の
耐
用
年
数
に
つ
い
て
は
、

60
年
を
設
計
条
件
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

答
1

　
　
　
　

こ
の
60
年
と
い
う
の
は
、
あ
く

ま
で
安
全
性
の
確
認
評
価
を
行
う
上
で
の

前
提
条
件
で
あ
り
、
実
際
に
何
年
間
保
管

す
る
か
ど
う
か
は
、
関
西
電
力
が
事
業
者

と
し
て
判
断
す
る
事
項
で
あ
る
。

答
2

　
　
　
　

乾
式
貯
蔵
容
器
に
つ
い
て
は
、

容
器
表
面
で
1
時
間
あ
た
り
2
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
以
下
、
容
器
表
面
か
ら
1
ｍ
離
れ

た
場
所
で
1
時
間
当
た
り
０
.
１
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
と
い
う
基
準
が
あ
り
、

こ
れ
を
満
足
す
る
よ
う
に
容
器
の
設
計
が

な
さ
れ
て
い
る
。
容
器
の
健
全
性
に
つ
い

答
3

　
　
　
　

乾
式
貯
蔵
容
器
の
貯
蔵
用
緩
衝

体
に
関
す
る
説
明
が
あ
っ
た
が
、
免
振
装

置
の
よ
う
な
構
造
を
有
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
設
計
上
の
耐
用
年
数
は
何
年
か
。

問
1

　
　
　
　

貯
蔵
期
間
と
し
て
最
大
60
年
を

想
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

問
2

　
　
　
　

乾
式
貯
蔵
容
器
及
び
乾
式
貯
蔵

施
設
周
辺
の
放
射
線
監
視
は
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。

問
3

第
２
２
6
回
美
浜
町
原
子
力

環
境
安
全
監
視
委
員
会
を
開
催

て
は
点
検
等
で
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
健
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
周
辺

監
視
区
域
境
界
の
放
射
線
が
年
間
１
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
を
十
分
下
回
る
設
計
と
な
っ

て
い
る
。

　

年
の
瀬
、
町
内
の
小
学
校
の
先

生
と｢

み
は
ま
の
ま
な
び｣

の
ス

タ
ッ
フ
が
集
ま
り
、
今
年
度
の
振

り
返
り
と
来
年
度
へ
の
展
望
、
教

育
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
で
見
え
て

き
た
子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
ま
ち

の
変
化
を
テ
ー
マ
に
座
談
会
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
度
の
、
最
も
大

き
な
変
化
は｢

誰
か
に
言
わ
れ
た

か
ら｣

で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち

が
自
ら
動
き
出
す
姿
や
、
学
校
と

社
会
教
育
が
連
携
す
る
場
面
が
増

え
た
こ
と
で
す
。

　

小
学
校
で
取
り
組
ん
だ
海
ご
み

探
究
を
、
中
学
進
学
後
も｢

続
け

た
い｣

と
自
ら
サ
ン
を
訪
れ
た
生

徒
。
発
表
が
苦
手
だ
っ
た
児
童
が

｢

ど
う
伝
え
れ
ば
届
く
か｣

を
考

え
、
サ
ン
の
授
業
ス
ラ
イ
ド
を
参

考
に
学
校
の
資
料
を
一
か
ら
作
り

直
し
た
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
行
動
は
、
学
校
で
生
ま
れ

た
問
い
を
地
域
や
サ
ン
で
深
め
、

再
び
学
校
へ
持
ち
帰
る　
　

学
び

が
点
で
終
わ
ら
ず
、
地
域
で
循
環

し
始
め
て
い
る
結
果
で
す
。

　

昨
年
、
美
浜
町
の
教
育
ま
ち
づ

く
り
の
実
践
が
評
価
さ
れ
、
総
合

学
習
の
全
国
協
議
会
で
、
登
壇
の

機
会
も
あ
り
ま
し
た
。｢
ふ
る
さ

と
教
育｣

や｢

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト｣

を
起
点
に
広
が
る｢

人
づ
く

り｣

の
手
応
え
を
、
改
め
て
感
じ

た
1
年
で
し
た
。

　

学
び
は
、
日
常
の
中
の｢

刺

激｣

か
ら
立
ち
上
が
り
ま
す
。

人
と
の
出
会
い
や
地
域
で
の
体

験
が
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の

ス
イ
ッ
チ
に
な
り
ま
す
。｢

公
設

塾｣

の
役
割
は
、
答
え
を
教
え
る

こ
と
で
は
な
く
、
学
校
・
地
域
・

家
庭
を
つ
な
ぎ
、
学
び
が
循
環
す

る
土
台
を
整
え
る
こ
と
。
来
年
度

は
、
子
ど
も
も
大
人
も
学
び
の
主

体
と
な
る｢

町
ぐ
る
み
の
学
び｣

が
、
よ
り
自
然
に
根
づ
く
1
年
を

目
指
し
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！(

ス
タ
ッ
フ
一
同)

　

サ
ン
は
、
子
ど
も
が
自
分

か
ら
動
き
出
せ
る
場
所
。
学

校
の
学
び
を
地
域
で
広
げ
、

高
校
生
に
な
っ
て
も
Ｋ
ａ
ｉ

で
探
究
を
続
け
る
姿
に
感
動

し
て
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
そ
ば
で
見
守
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
い
で

す
。
今
後
の
美
浜
町
へ
の
期
待

は
１
０
０
点
に
近
い
で
す
！

藤村 祐希
( サンの授業担当 )

サン塾生の祖母であ
り、町教育委員の

渡邉悦子さん
( 日向 )

より良く生きるための
｢ ワクワクセンサー ｣
を高める授業 ･ 機会を
作っていきます。今年
も楽しみましょう！

↑乾式貯蔵容器の構造 ↑乾式貯蔵施設の外観


